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市政報告レポート 2022年

川崎市議会議員 中原区 内
宮 出身

重冨たつや
し
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と
み

過去のレポートは
ホームページから

本  

人
 

 

報告会

開催

14：00～
16：00

時間 ～
11：30
9：30時間土1月21日 日1月22日

統計から見える川崎市テーマ

市民と をつなぐ会市議 無 料

国際交流センター 第 会議室2
東急東横線「元住吉駅」徒歩１２分

こんな方が参加しています
活動内容を
もっと聞かせて

わたしは
こう思うんだけどな

私は学生のころ中原区の市議会議員が行っている
活動報告会に参加してみて市政を身近に感じました。
ぜひお気軽におこしください。

新型コロナの感染状況に応じて延期となる場合は、ホームページとＬＩＮＥ＠にてお知らせいたします。
フリートーク
ご希望の方は

こちらへどうぞ！

いつでもどなたでも、お気軽にお越しください。

討議資料

戸建住宅への太陽光パネル設置
義務化は、是か非か続報！

中原市民館 第 会議室6
東急東横線・目黒線「武蔵小杉駅」下車　正面改札より徒歩3分

3種類の義務制度

2,000㎡未満延べ床
の新築・増築建築物

2,000㎡以上延べ床

施設規模 義務対象

説明義務

設置義務

大
規
模

建
築
物

中
小
規
模

建
築
物

の新築・増築建築物

建築主
に対する設置義務

年間の市内総供給延床面積
5,000㎡以上の

再エネ設備等の説明義務
建築主に対し、 へ建築士

Ｂ
A

A+Ｂ＝延べ床面積

全ての新築・増築建築物

参考：川崎市　環境審議会脱炭素部会資料

計画中

供給事業者
に対する設置義務

※全戸ではなく、一定の義務導入量を達成すればよい。

現況
20万kW

現況想定
35万kW

　国が示した再生可能エネルギーのポテン

シャル試算方法によれば、 市内では９３．５万

ｋｗ（２０５０年時点）の発電が期待されていま

すが、 現在の導入ペースでは約３５万ｋｗとな

ることが想定されています。

　そこで２０３０年の導入量３３万ｋｗを中間目

標として、 公共施設や商業施設などへの導入

促進とあわせて新築戸建住宅への設置義務

化が検討されています。

　川崎市が専門家会議に諮問していた「太陽光発
電設備の設置義務化」について、答申が示され、
市は令和７年度からの義務化を目指して条例制定
に向けた作業を進めています。同様の取り組みを
進めている東京都が実施した都民への意見募集で
は、賛成５６％、反対４１％、不明３％となって
いた賛否両論ある取り組みです。

　太陽光パネル設置の義務化は再エネ賦課金にも
影響するため、住宅購入を検討中の方にも、そう
でない方にも影響することが想定されます。

なぜ
義務化するのか？

再エネポテンシャル
93.5万kW目標量

見込み量

見込み量

目標
量

目標量と見込み量の差を
埋めていくための打ち手が必要！

南武線「武蔵中原駅」徒歩５分

10：00
～16：00

時間

天然素材蔵

1 14月 日 土

10：00
～16：00

時間

NAYA

南武線「武蔵新城駅」徒歩３分

1 12月 日 木

義務化
2025年度

を検討中
からの

（令和７年度）

太陽光パネルの設置を
６６割へ市内の新築戸建住宅

2030年度までに目指す！

目標値
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議会などでの
さまざまな論点

市では
市民の方に
意見募集
しています

しげとみ　　     たつや

重冨 達也
川崎市議会議員
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次
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ッ
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!!

すべての活動は国政政党に属さない、 川崎市のために ! shigetomi_tatsuya@outlook.jp

川崎区砂子1丁目9番地3 6階〒210-0006＜議員控室＞

電話 044-200-0568

１９８８年１１月１８日生まれ
等々力保育園／宮内小学校
高輪中・高等学校
都立大学（首都大学東京）航空宇宙工学
大手学習塾　入社
平成２７年４月   川崎市議会議員選挙   初当選
平成３１年４月   川崎市議会議員選挙   当選

　

プロフィール

が

増えました！

対話できる
場所

shigetomi_tatsuya@outlook.jp

ホームページから

重冨たつや 検索

ＱＲコードから

ご協力よろしくお願いいたします！ ご回答はご自由にお寄せ下さい

メールで回答送信

次のアンケートはこちら！

1

2

3

参加方法

結果はブログでお知らせさせて頂きます。

　太陽光発電設備の義務化に関しては、
東京都で実施済みのアンケート結果など
を参考に検討が行われています。
　つきましては、市内の皆様のご意見も
頂戴したく協力お願い致します。

太陽光発電設備の
設置義務化について

今回の
テーマ

選択して

を押すだけ！

送信ボタン

川崎市 環境局脱炭素戦略推進室
HP、メール、郵送などで提出して頂けます

川崎市地球温暖化対策の推進に関する
条例の改正に向けた重要施策の考え方
について意見を募集しております。

▲詳しくは
コチラから

締め切り日
12月17日 土

ご意見

募集中
川崎市に意見を届けよう

（案）

(4kwの場合 )

本当にプラスになるのかなぁ

A 義務化による削減量は 1.4 万 t と想定される。

義務化だけでは削減量は少ないみたい

( 削減目標の約１０００万ｔに対して )

安全面では問題なさそう

相談窓口で安心できるね

は

市内でも地域ごとに住環境は違うね

義務化することによって２０３０年には　
温室効果ガスを どれほど　削減できるのか。

住宅メーカーへの義務制度ではあるが、
住宅購入者への 負担増とはならないのか。

太陽光パネルが設置されている家屋で火災が
発生した場合に 消火できるのか。

日照条件など太陽光パネルの設置に
向かない住宅への配慮は 必要ではないか。

川崎市消防局では消火時の留意点などを
情報共有しているので　作業に支障はない。

初期費用低減、維持管理、廃棄などに
関する 市民の不安の声が寄せられている。

義務化の開始より先行して、市民・事業者
双方へ対応する 相談窓口を設置する。

日照条件、狭小住宅、変形土地に配慮して、
補正係数を用いて 義務量を設定する。

初期費用約１００万円
必要だが、長期的な収支はプラスになる。


